
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7年度 

氷見市立十三中学校 

学校給食は、明治 22 年（1889 年）、山形県鶴岡町（現在の鶴岡

市）の私立忠愛小学校で、生活が苦しい家庭の子供たちへ無料で

昼食を提供したことが始まりといわれています。 

戦争中は食料不足等により一時中断されましたが、昭和 21 年 12

月 24日に児童の栄養改善のために再開されました。このことを記

念し、冬休みと重ならないように、１か月後の１月２４日からの一週間

を「全国学校給食週間」と定めています。 

  

 今年の氷見市の給食週間のテーマは「未来に向かって～プレイバック昭和 100 年～」

です。1月 26日（月）～30 日（金）は特別献立を予定しています。2026年は、昭和元年（1926年）

から起算して満 100 年ということで、昭和の給食をみんなで味わいましょう。 

 

 勉強時や部活動の後に、カフェインを多く含むエナ

ジードリンクを飲む人がいます。カフェインのとり過ぎ

で心臓がドキドキしたり、頭痛がしたり、疲れやすくなっ

たり、眠れなくなったりすることがあります。特に小中

学生は影響を受けやすいので、避けるようにしましょ

う。 

 

 １月２４日～30 日は全国学校給食週間 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年の初めの行事食 
 


